
第
三
章
戦
後
初
期
の
出
版

戦
後
国
内
出
版
界
の
概
況

1２１９

終
戦
に
よ
っ
て
、
戦
争
中
の
呼
吸
も
つ
け
ぬ
よ
う
な
厳
し
い
言
論
出
版
関
係
法
規
が
多
少
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
が
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
は
、
推
測
し
か
ね
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
、
昭
和
二
十
年
九
月
十
九
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
「
言
論
及
び
新
聞
の
自
由
に
関
す
る
覚
書
」
が
日
本
政
府
に
渡
さ
れ

る
に
及
ん
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
言
論
取
締
方
針
が
略
ぽ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
内
務
省
が
新
聞
事
業
令
、
言
論
。
出
版
・
集
会

結
社
等
臨
時
取
締
法
の
廃
止
を
達
し
た
。
し
か
し
連
合
軍
に
不
利
な
報
道
が
出
来
な
い
こ
と
、
原
稿
の
事
前
検
閲
を
受
け
、
削
除
を
命

ぜ
ら
れ
た
部
分
は
痕
跡
を
留
め
な
い
よ
う
に
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
戦
争
中
の
統
制
団
体
で
あ
っ
た
日
本
出
版
会
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
三
十
日
解
散
さ
れ
、
十
月
十
日
、
出
版
業

者
の
自
治
形
式
に
よ
る
日
本
出
版
協
会
が
組
織
さ
れ
た
。
翌
二
十
一
年
一
月
一
一
十
一
日
の
同
協
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、
戦
争
中
積
極

的
に
軍
閥
官
僚
に
協
力
し
た
出
版
業
者
を
粛
清
す
る
た
め
に
、
学
識
経
験
者
を
加
え
た
出
版
界
粛
清
委
員
会
の
設
置
が
決
ま
り
、
一
方

で
は
そ
れ
に
反
対
す
る
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
主
婦
之
友
社
、
旺
文
社
、
博
文
館
、
目
黒
書
店
な
ど
一
一
十
余
社
が
、
同
会
を
脱
退
、

日
本
自
由
出
版
協
会
を
組
織
し
た
。
｝
）
の
戦
犯
出
版
社
追
放
問
題
で
日
本
出
版
協
会
は
そ
の
後
も
内
紛
が
つ
づ
き
、
た
め
に
、
戦
後
の
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出
版
復
興
は
一
向
に
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
戦
中
自
然
科
学
図
書
出
版
社
で
組
織
さ
れ
た
連
絡
会
へ
当
社
か
ら
も
社
員
が
出
向
し
て
会
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
こ
の

会
は
終
戦
後
、
い
つ
と
も
な
く
解
体
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
一
一
十
一
年
十
一
月
、
自
然
科
学
専
門
の
図
書
。
雑
誌
出
版
業
者

の
う
ち
か
ら
、
こ
の
会
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
の
議
が
起
り
、
同
月
自
然
科
学
書
協
会
が
組
織
さ
れ
、
当
社
の
荒
川
社
長
が
丸
善
出
版
株

式
会
社
社
長
と
し
て
会
長
に
推
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
六
日
、
用
紙
配
給
に
対
す
る
新
聞
及
び
出
版
統
制
団
体
の
統
制
排
除
に
関
す

る
覚
書
を
政
府
に
達
し
、
日
本
新
聞
連
盟
お
よ
び
日
本
出
版
協
会
に
よ
る
用
紙
の
割
当
配
給
機
能
を
停
止
し
、
翌
十
一
月
一
日
、
政
府

の
責
任
に
お
い
て
用
紙
割
当
を
行
う
よ
う
命
令
し
て
き
た
。
日
本
政
府
は
、
十
一
月
十
三
日
従
来
の
機
関
を
改
組
し
て
、
新
た
に
官
庁

側
・
業
界
代
表
。
民
間
有
識
者
か
ら
成
る
新
聞
及
出
畔
版
用
紙
割
当
委
員
会
を
設
け
、
同
二
十
六
日
に
委
員
十
八
名
を
発
表
し
て
割
当
業

務
を
開
始
し
た
。
声
）
の
委
員
会
は
情
報
局
の
管
轄
で
、
新
聞
部
会
と
図
書
出
版
部
会
と
に
分
れ
て
い
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
同
年
末
情

報
局
廃
止
に
よ
り
商
工
省
の
管
轄
に
移
り
、
翌
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
内
閣
の
直
属
と
な
り
、
同
月
十
八
日
漸
く
両
部
会
の
委
員

を
発
令
す
る
と
い
う
よ
う
な
情
況
で
、
紙
飢
鯉
は
激
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
ご
ろ
は
割
当
切
符
が
あ
っ
て
も
、

製
紙
原
料
の
原
木
や
燃
料
な
ど
を
持
ち
込
ま
な
い
と
割
当
紙
が
渡
さ
れ
な
い
時
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
そ
の
後

次
第
に
薄
ら
い
だ
。
す
な
わ
ち
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
十
日
に
は
洋
紙
の
う
ち
特
殊
の
一
部
と
、
板
紙
、
和
紙
の
全
品
目
の
配
給
統
制

撤
廃
、
同
年
九
月
三
十
日
に
は
筆
記
用
紙
、
図
画
用
紙
、
イ
ン
デ
ィ
ア
。
ペ
ー
パ
ー
辞
典
用
紙
の
統
制
撤
廃
、
二
十
五
年
一
月
一
日
に

は
新
聞
巻
取
紙
、
包
装
二
十
一
一
号
用
紙
を
除
い
て
残
り
の
全
品
種
に
つ
い
て
配
給
統
制
が
撤
廃
に
な
っ
た
。



こ
う
し
た
な
か
で
昭
和
一
一
十
三
年
六
月
に
日
本
出
版
協
会
か
ら
四
十
二
社
が
脱
退
し
、
小
売
書
店
と
の
協
調
を
は
か
る
た
め
小
売

店
・
出
版
社
の
両
者
で
二
山
会
と
い
う
団
体
を
結
成
し
、
そ
の
出
版
社
側
団
体
と
し
て
梓
会
と
い
う
名
称
の
組
織
が
出
来
た
。
当
社
も

こ
の
創
立
に
尽
力
し
た
。
ま
た
同
年
十
二
月
、
戦
前
に
活
溌
な
活
動
を
し
た
工
学
書
協
会
が
復
活
し
た
が
、
当
社
は
設
立
世
話
人
と
し

て
協
力
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
出
版
不
況
の
打
開
を
は
か
る
た
め
、
販
売
責
任
者
が
団
結
し
て
取
次
店
で
あ
る
日
本
出
版
配
給
株
式
会

社
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
十
月
、
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
が
解
散
、
九
社
が
そ
こ
か
ら
分
離
独
立
し
、
工
学

書
協
会
加
盟
出
版
社
は
日
本
出
版
販
売
株
式
会
社
と
契
約
を
結
ん
だ
。
そ
の
契
約
の
主
な
内
容
は
、
特
約
小
売
店
を
設
定
す
る
こ
と
、

特
約
店
へ
は
見
本
に
限
り
二
％
安
く
出
版
物
を
送
付
す
る
こ
と
、
特
約
店
以
外
に
は
委
託
送
品
で
な
く
買
切
扱
い
と
す
る
》
）
と
、
特
約

店
店
頭
の
新
刊
陳
列
は
正
味
三
カ
月
と
す
る
こ
と
、
取
次
店
は
紬
入
〆
切
一
カ
月
後
に
最
低
七
割
の
代
金
を
出
版
社
に
支
払
い
、
そ
の

内
容
は
現
金
七
割
手
形
三
割
と
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の
出
版
社
が
い
か
に
資
金
に
困
窮
し
て
い
た
か
を
物
語
っ

す
ま
す
混
迷
を
深
め
た
。

て
い
る
。
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紙
の
問
題
の
ほ
か
に
印
刷
所
の
問
題
も
あ
っ
た
。
戦
火
を
受
け
た
各
都
市
で
は
印
刷
所
も
擢
災
し
、
特
に
東
京
都
内
の
印
刷
所
の
確

災
は
大
き
く
、
出
版
社
が
適
当
な
印
刷
所
を
見
付
け
る
の
に
苦
心
し
た
。

最
後
に
本
が
出
来
上
っ
て
か
ら
の
配
給
が
問
題
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
に
す
べ
て
の
取
次
を
統
合
し
た
日
本
出
版
配
給
統
制
株
式
会
社

は
、
戦
争
直
後
に
統
制
の
文
字
を
と
っ
て
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
と
名
称
を
変
え
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
一
一
一
年
二
月
二
十
一
日
に
、

過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
、
翌
年
三
月
二
十
九
日
に
は
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
出
版
界
は
ま



二
戦
後
初
期
の
出
版
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繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
当
社
は
洋
書
の
販
売
先
で
あ
る
各
方
面
の
学
者
。
研
究
者
の
多
年
の
研
究
成
果
を
出
版

す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
洋
書
販
売
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
方
友
と
接
触
す
る
途
が
開
け
て
い
た
か
ら
で
、
こ
れ
は
明
治
以
来
の

長
い
流
れ
の
中
で
育
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
戦
争
中
も
戦
後
も
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
の
う
ち
で
当
社
の
出
版
業
務
は
行
わ
れ
て
き
た
。
別
に
厳
格
な
出
版
選
択
基
準

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
と
は
な
く
、
自
然
科
学
方
面
の
書
物
で
、
高
い
学
問
的
水
準
に
立
ち
、
し
か
も
実
際

的
に
有
用
で
あ
り
、
他
社
に
類
の
な
い
も
の
、
少
く
と
も
類
の
少
な
い
も
の
を
出
版
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

当
社
の
出
版
は
、
終
戦
後
も
前
編
で
述
べ
た
如
く
、
昭
和
二
十
八
年
ま
で
は
子
会
社
の
丸
善
出
版
株
式
会
社
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
社
が
長
く
印
刷
を
頼
ん
で
い
た
神
田
美
土
代
町
所
在
の
印
刷
所
三
秀
舎
が
、
戦
火
で
全
焼
し
た
た
め
に
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
受
け
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
頃
ま
で
は
、
専
門
書
の
組
版
を
こ
な
せ
る
印
刷
所
の
確
保
に
苦
心
し
た
。

用
紙
に
つ
い
て
い
え
ば
、
多
少
の
手
持
紙
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
所
要
量
の
入
手
に
苦
労
し
た
こ
と
は
他
の
出
版
社
と
同
様
で
あ
っ

た
。
何
で
も
売
れ
る
と
い
う
時
期
で
も
あ
っ
て
、
印
刷
用
紙
の
獲
得
に
は
苦
労
し
た
が
、
仙
花
紙
は
本
文
に
使
用
せ
ず
、
当
時
の
銘
柄

で
い
え
ば
、
印
刷
三
号
・
四
号
。
五
号
。
模
造
二
号
な
ど
を
使
用
し
た
。
そ
れ
に
、
理
。
エ
。
医
系
統
の
出
版
を
主
と
し
て
い
た
た
め
、

用
紙
の
割
当
に
お
い
て
も
少
し
く
有
利
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報
教
育
部
が
、
外
国
図
書
の
翻
訳
出
版
を
入
札
に
よ
っ
て
許
可
す
る
旨
を
発
表
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
十



昭
和
二
十
年
最
初
の
新
刊
書
は
日
本
学
術
振
興
会
編
「
優
秀
児
童
家
系
調
査
」
（
一
月
刊
）
で
あ
る
。
｝
）
の
本
は
、
当
社
の
自
主
企

画
で
な
く
、
日
本
学
術
振
興
会
の
出
版
活
動
の
肩
代
り
で
出
版
を
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
昭
和
十
五
年
二
月
、
大
阪
市

教
育
部
が
発
表
し
た
「
大
阪
市
尋
常
小
学
校
に
於
け
る
優
秀
知
能
児
」
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
振
興
会
が
選
ん
だ
七
○
家
族
に
つ
い
て

の
家
系
調
査
で
あ
る
。
そ
の
局
に
当
っ
た
の
は
、
右
の
振
興
会
に
設
け
ら
れ
た
優
生
遺
伝
小
委
員
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
調
査
の
出

つ
い
て
例
示
し
よ
う
。
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五
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
道
が
伝
わ
る
と
、
多
く
の
出
版
社
は
、
か
ね
て
邦
訳
出
版
を
希
望
し
て
い
た
書
物
の
翻
訳
権
を
得
よ
う
と
し

て
、
烈
し
い
競
争
を
演
じ
た
。
し
か
し
当
社
は
〉
）
の
競
争
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
当
社
は
洋
書
の
取
次
販
売

店
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
出
版
社
の
利
益
を
阻
害
し
な
い
た
め
と
い
う
｝
）
と
が
一
つ
、
い
ま
一
つ
は
邦
訳
許
可
書
目
に
理
エ
害
が
な

か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
つ
け
加
え
て
お
く
と
、
洋
書
は
出
版
後
満
十
年
間
邦
訳
の
な
か
っ
た
も
の
は
、
著
作
権
者
の
承
認
を

得
な
く
と
も
邦
訳
出
版
出
来
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ル
ヌ
条
約
の
翻
訳
権
留
保
も
、
連
合
国
出
版
物
に
限
っ
て
昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
に
遡
っ
て
凍
結
さ
れ
て
い
た
。

戦
争
中
は
当
社
の
出
版
物
は
す
ぺ
て
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
を
通
じ
て
配
給
を
受
け
て
は
じ
め
て
店
頭
に
並
ぺ
ら
れ
る
と
い
う
過

程
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
統
制
は
崩
れ
、
神
田
近
辺
に
中
小
の
取
次
店
が
出
来
、

当
社
も
時
宜
に
よ
っ
て
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
直
接
取
次
店
へ
納
入
す
る
と
い
う
、
そ
の
時
食
の
事
情
に
よ

っ
て
都
合
の
よ
い
方
法
を
採
っ
て
い
た
。

以
上
は
当
社
の
出
版
及
び
出
版
物
の
一
般
的
概
観
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
書
物
を
発
行
し
た
の
か
、
そ
の
主
要
な
も
の
に



た
の
で
あ
る
。

版
は
、
日
本
学
術
振
興
会
と
し
て
は
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。
原
稿
は
昭
和
十
八
年
脱
稿
し
て
い
た
が
、
や
っ
と
こ
の
時
に
出
版
さ
れ
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終
戦
後
最
初
の
新
刊
に
、
柴
田
雄
次
監
修
の
「
無
機
化
学
全
書
Ⅲ
ハ
ロ
ゲ
ン
」
が
あ
る
。
こ
の
全
書
も
戦
争
中
の
企
画
で
、
昭

和
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日
に
五
、
○
○
○
部
を
刊
行
し
た
。
Ｂ
五
判
三
八
四
頁
一
冊
定
価
二
五
円
は
当
時
と
し
て
は
相
当
高
価
で
あ

っ
た
が
、
発
売
当
日
は
京
橋
の
角
に
あ
っ
た
本
社
の
売
店
で
は
忽
ち
売
り
切
れ
と
な
っ
た
。

重
版
に
つ
い
て
も
終
戦
の
翌
月
頃
か
ら
早
く
も
計
画
を
た
て
は
じ
め
、
十
月
早
灸
に
は
印
刷
所
に
発
注
を
開
始
し
た
。
戦
後
手
っ
取

り
早
く
刊
行
で
き
た
の
は
手
の
か
か
ら
な
い
重
版
物
で
、
戦
争
中
に
医
科
大
学
二
十
一
校
で
四
、
○
○
○
人
を
上
回
る
学
生
に
教
科
書

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
著
「
厨
毎
日
の
ｇ
①
目
侭
口
○
黒
涛
」
五
、
○
○
○
部
を
十
月
二
十
日
に
刊
行
し
た
。
次
に
、
青
木

芳
彦
著
「
化
学
通
論
」
第
十
八
刷
一
○
、
○
○
○
部
を
十
一
月
五
日
に
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
は
大
正
十
一
一
年
十
一
月
十
八
日
初
版
発
行

で
、
次
の
印
刷
時
、
二
十
二
年
一
月
一
日
刊
行
の
際
に
改
訂
増
補
し
た
。
十
一
月
十
五
日
刊
行
の
西
田
伝
五
郎
著
「
定
量
分
析
実
習
指

針
」
は
、
第
三
刷
一
、
○
○
○
部
だ
っ
た
が
、
翌
一
一
十
一
年
十
月
十
五
日
に
第
四
刷
五
、
○
○
○
部
を
印
刷
、
以
降
毎
年
重
版
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
時
の
印
刷
部
数
は
、
紙
の
都
合
か
ら
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
前
述
の
新
刊
書
「
無
機
化
学
全
書
Ⅲ
ハ
ロ

ゲ
ン
」
が
続
き
、
そ
の
後
に
英
会
話
の
本
二
冊
が
重
版
さ
れ
た
。
英
会
話
の
一
冊
は
耐
の
①
．
梅
谷
興
一
共
著
「
両
品
］
曾
煙
の
言
①

の
も
①
鼻
岸
」
で
第
二
刷
二
○
、
○
○
○
部
を
十
二
月
一
日
に
、
も
う
一
冊
は
〕
・
国
房
著
「
缶
弓
風
む
き
捧
冒
①
国
８
冒
岳
①
旬
日
日

○
開
国
〆
２
ｓ
の
①
の
旨
国
侭
房
ロ
○
○
旨
の
岳
昌
目
」
（
大
正
一
一
一
年
九
月
十
八
日
初
版
）
で
、
第
十
四
刷
一
○
、
○
○
○
部
を
十
二
月
二
十

日
に
各
左
刊
行
し
た
。
前
者
は
そ
の
後
二
十
五
年
十
二
月
に
改
訂
し
た
が
、
後
者
は
そ
の
ま
ま
二
十
三
年
二
月
に
三
、
○
○
○
部
、
一
一
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十
五
年
五
月
に
一
、
○
○
○
部
追
刷
し
て
い
る
か
ら
、
大
正
初
期
の
も
の
で
も
当
時
か
な
り
売
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

「
無
機
化
学
全
書
Ⅲ
ハ
ロ
ゲ
ン
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
定
価
一
一
五
円
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
五
月
二
十
五
日
の
重
版
で
は
五
五
円

に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
一
年
一
一
一
月
十
日
新
刊
の
江
見
浩
一
著
「
定
性
有
機
分
析
」
は
、
戦
争
中
に
か
な
り
製
作
が
進
行
し
て
い
た

が
、
戦
災
に
よ
っ
て
一
切
焼
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、
残
っ
た
校
正
刷
に
よ
っ
て
再
び
進
行
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
序
文
は
戦

時
中
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
に
よ
り
印
刷
を
し
直
し
た
。
刊
行
以
後
の
定
価
推
移
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
十
日
初
版
一
五
円

昭
和
二
十
一
年
五
月
十
日
二
刷
一
五
円

昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
日
三
刷
七
○
円

昭
和
二
十
三
年
八
月
十
日
四
刷
一
五
○
円

昭
和
二
十
五
年
五
月
十
五
日
五
刷
二
五
○
円

昭
和
二
十
六
年
三
月
二
十
日
六
刷
二
五
○
円

こ
の
頃
暫
く
は
、
ま
だ
諸
外
国
の
学
術
研
究
の
程
度
が
ま
っ
た
く
判
ら
な
か
っ
た
た
め
、
新
規
企
画
を
た
て
る
三
）
と
は
極
め
て
冒
険

的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
戦
時
中
か
ら
持
ち
越
し
と
な
っ
て
い
た
入
稿
原
稿
の
な
か
か
ら
、
世
界
水
準
と
あ
ま
り
関
係
の
な
さ
そ
う
な
も

の
を
選
択
し
、
用
紙
取
得
状
況
を
考
え
合
せ
な
が
ら
新
刊
を
刊
行
し
た
。
た
と
え
ば
昭
和
二
十
一
年
刊
行
の
落
合
鱗
一
郎
。
高
橋
秀

俊
。
高
木
豊
訳
「
イ
オ
ン
結
晶
論
」
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
一
一
一
十
日
に
予
定
価
五
円
一
一
○
銭
で
日
本
出
版
会
よ
り
用
紙
割
当
承
認
を
受

け
て
い
る
し
、
や
は
り
昭
和
二
十
一
年
発
行
の
松
井
明
夫
著
「
瓦
斯
分
析
法
」
も
十
八
年
十
月
二
十
二
日
予
定
価
一
○
円
で
承
認
を
受



け
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
発
行
の
重
版
物
が
活
動
の
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
昭
和
一
一
十
一
年

の
出
版
点
数
は
新
刊
八
点
に
対
し
重
版
は
二
九
点
で
、
し
か
も
こ
れ
ら
重
版
の
一
点
あ
た
り
印
刷
部
数
は
四
、
六
一
一
○
部
平
均
で
あ
り
、

新
刊
の
一
点
あ
た
り
四
、
五
○
○
部
平
均
よ
り
多
い
の
は
こ
う
い
う
事
情
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
重
版
も
簡
単
に
は
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
紙
型
の
焼
け
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
戦
前
の
本
を
探
し
出
し
て
そ
れ
を

写
真
撮
影
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
し
た
が
、
紙
型
の
残
っ
た
も
の
で
も
、
原
本
を
一
冊
は
ど
う
し
て
も
見
つ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

原
本
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
て
検
閲
を
受
け
な
い
と
、
用
紙
が
配
給
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
当
社
の
刊
行
物
は
ほ
と
ん
ど
が
理
工

学
書
で
あ
っ
た
の
で
、
社
会
・
人
文
科
学
系
の
出
版
社
に
比
べ
る
と
検
閲
結
果
の
訂
正
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り

な
手
間
を
要
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
は
、
理
工
学
書
に
対
す
る
場
合
戦
時
色
を
払
拭
す
る
こ
と
が
主
旨
で
、
た
と
え
ば
「
我
国
の
参
謀

本
部
資
料
に
．
…
：
」
と
い
う
文
章
を
元
参
謀
本
部
と
「
元
」
の
字
を
挿
入
せ
よ
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
し
か
も
直
し
た
こ
と
が
判

ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
で
は
、
小
き
ざ
み
に
回
転
良
く
重
版
を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
二
十
一

年
重
版
二
九
点
、
昭
和
二
十
二
年
重
版
二
二
点
が
、
昭
和
二
十
五
年
ま
で
で
最
も
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
激
し
か
っ
た
昭
和
二
十
一
一
一
年

に
六
六
点
と
飛
躍
す
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
重
版
に
は
紙
型
の
焼
け
残
っ
た
も
の
を
優
先
し
、
次
に
出
版
社
と
し
て
備
え
て
お

く
べ
き
看
板
と
な
る
タ
イ
ト
ル
、
戦
前
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
な
ど
の
う
ち
原
本
を
入
手
出
来
た
も
の
を
刊
行
し
た
。
そ
の
中
で
、

当
社
の
代
表
的
な
タ
イ
ト
ル
の
ひ
と
つ
日
本
建
築
学
会
編
「
建
築
設
計
資
料
集
成
１
集
」
は
、
当
時
す
で
に
無
用
と
な
っ
て
い
た
防
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空
壕
や
遮
蔽
幕
な
ど
戦
時
施
設
関
係
の
項
を
自
主
的
に
削
除
し
、
昭
和
一
一
十
一
年
五
月
に
五
、
○
○
○
部
重
版
し
た
が
、
建
築
学
会
会

員
申
込
で
五
、
○
○
○
部
に
達
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
一
般
市
販
用
と
し
て
用
紙
の
都
合
を
つ
け
て
十
月
に
一
○
、
○
○
○
部
、
さ
ら

に
そ
の
翌
二
十
二
年
四
月
に
二
、
○
○
○
部
を
重
版
し
た
。

一
方
新
刊
書
は
、
ま
す
ま
す
社
会
・
経
済
の
昏
迷
が
深
ま
る
状
態
の
な
か
で
も
、
戦
前
企
画
の
も
の
を
中
心
に
若
干
数
を
刊
行
し
た
。

各
年
の
新
刊
書
目
は
資
料
編
に
掲
げ
て
あ
る
が
、
昭
和
一
一
十
一
一
年
に
は
東
京
大
学
東
京
天
文
台
編
「
理
科
年
表
」
を
発
行
し
た
。
こ
れ

は
大
正
十
四
年
に
第
一
冊
を
東
京
天
文
台
が
発
行
し
、
昭
和
十
八
年
の
第
十
九
冊
ま
で
は
毎
年
の
版
を
当
社
が
払
い
下
げ
を
受
け
る
形

式
で
発
売
所
と
な
っ
て
い
た
。
十
九
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
三
年
間
休
刊
し
た
の
で
、
昭
和
一
一
十
二
年
が
第
一
一
○
冊
目
と
な
っ
た
が
、

こ
の
時
か
ら
名
実
と
も
に
当
社
が
発
行
所
と
な
っ
た
。
東
京
天
文
台
の
重
要
な
職
務
の
ひ
と
つ
に
暦
の
作
成
が
あ
る
が
、
「
理
科
年
表
」

は
こ
の
暦
を
巻
頭
に
お
き
、
第
一
頁
目
に
そ
の
年
の
暦
の
基
本
的
な
資
料
を
掲
げ
て
い
る
。
現
在
で
も
神
武
天
皇
即
位
紀
元
年
を
記
載

し
て
い
る
の
は
、
明
治
三
十
一
年
五
月
十
一
日
勅
令
第
九
○
号
に
よ
っ
て
、
紀
元
年
を
四
で
割
り
切
れ
る
年
を
閏
年
と
決
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
内
容
は
、
暦
・
天
文
・
気
象
。
物
理
化
学
・
地
学
（
地
理
・
地
質
鉱
物
・
電
離
層
。
地
震
）
で
、
こ
の
構
成
は
創
刊

以
来
変
っ
て
い
な
い
。
本
来
、
一
般
理
学
の
教
育
。
研
究
お
よ
び
応
用
の
た
め
に
編
集
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
小
・
中
・
高
校
の
理

科
教
師
、
大
学
、
各
種
企
業
、
あ
る
い
は
登
山
や
魚
釣
り
に
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
輸
入
税
表
」
も
昭
和
二
十
一
一
年
か
ら
毎
年
刊
行
さ
れ
た
。
大
蔵
省
編
纂
で
、
和
。
英
両
文
併
記
の
税
表
お
よ
び
関
係
法
規
集
で
あ

る
。
輸
入
業
者
必
携
書
で
、
毎
年
変
更
さ
れ
た
国
定
輸
入
税
率
を
す
べ
て
の
品
目
に
わ
た
っ
て
記
載
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
本
は
昭

和
一
一
一
十
三
年
ま
で
毎
年
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
大
蔵
省
外
廓
団
体
の
関
税
協
会
に
発
行
を
移
管
し
た
。



昭
和
二
十
三
年
に
は
す
で
に
企
画
活
動
は
か
な
り
な
進
展
を
見
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
諸
活
動
が
実
を
結
ぶ
の
は
ま
だ
数
年
先
の
こ

と
と
な
る
。
こ
の
年
刊
行
し
た
天
野
重
安
著
「
血
液
学
の
基
礎
上
巻
血
球
の
発
生
と
機
能
」
は
、
戦
争
末
期
に
刊
行
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
著
者
は
文
字
通
り
寝
食
を
忘
れ
て
研
究
し
慎
重
を
期
し
た
た
め
、
入
稿
し
た
の
は
漸
く
昭
和
二
十
一
年
三
月
と
な
っ
た
。
し

か
も
、
そ
の
後
も
何
度
と
な
く
研
究
が
追
記
の
形
で
挿
入
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
や
っ
と
刊
行
さ
れ
た
。
Ｂ
五
判
八
五

○
頁
、
内
ア
ー
ト
紙
刷
四
三
丁
八
六
頁
に
は
顕
微
鏡
写
真
が
豊
富
に
印
刷
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
内
の
七
丁
は
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
原

色
印
刷
で
、
そ
の
た
め
定
価
も
一
、
六
○
○
円
と
い
う
当
時
と
し
て
は
極
め
て
高
価
な
も
の
と
な
っ
た
。
同
書
「
下
巻
貧
血
・
白
血

病
」
が
、
遂
に
刊
行
さ
れ
ぬ
ま
ま
著
者
が
三
十
九
年
三
月
三
十
日
長
逝
し
た
こ
と
は
、
後
の
「
日
本
血
液
学
全
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
本
書
は
そ
の
後
の
血
液
学
研
究
上
も
っ
と
も
重
要
な
文
献
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

同
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
科
学
写
真
便
覧
」
も
戦
争
中
か
ら
の
企
画
で
終
戦
ま
で
に
か
な
り
進
行
し
、
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
一
一
日
に

日
本
出
版
会
の
用
紙
割
当
承
認
を
受
け
て
い
た
。
当
時
の
編
集
委
員
は
、
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社
小
田
原
工
場
長
新
木
寿
蔵
。

一
二
○
、
一
六
六
銅

三
年
に
繰
越
し
た
。
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昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
五
日
公
布
の
商
工
省
令
指
定
生
産
資
材
在
庫
調
整
規
則
に
基
づ
く
在
庫
数
型
報
告
書
（
同
年
一
一
月
二
十
五

日
付
）
で
は
、
理
工
図
書
出
版
業
資
本
金
二
百
万
円
丸
善
出
版
株
式
会
社
所
有
数
量
一
二
○
、
一
六
六
ポ
ン
ド
、
二
十
一
年
九
月

よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
使
用
数
量
一
一
一
七
、
二
六
六
ポ
ン
ド
、
二
十
一
一
年
一
月
よ
り
六
月
ま
で
の
予
定
使
用
量
（
申
請
分
）
五
五

○
、
○
○
○
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
二
十
二
年
に
割
当
を
受
け
た
紙
は
一
五
三
、
二
七
二
ポ
ン
ド
、
こ
れ
に
前
述
の
手
持
量

一
二
○
、
一
六
六
ポ
ン
ド
を
加
え
た
量
が
在
庫
と
な
り
、
使
用
数
量
は
二
一
二
、
五
三
○
ポ
ン
ド
で
、
九
、
一
五
二
ポ
ン
ド
を
翌
二
十



と
思
わ
れ
る
。
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同
社
研
究
所
長
藤
沢
信
。
理
化
学
研
究
所
員
福
島
信
之
助
の
三
氏
で
、
昭
和
十
五
年
秋
か
ら
企
画
に
着
手
し
た
。
戦
前
に
数
種
あ
っ
た

写
真
技
術
書
や
写
真
講
座
と
異
な
り
、
写
真
技
術
を
科
学
に
直
接
役
立
て
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
を
意
図
し
、
昭
和
二
十
年
春
に
は

九
○
％
ま
で
組
版
を
終
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
版
も
、
ま
た
万
一
に
具
え
て
二
カ
所
に
分
散
保
管
し
た
校
正
刷
も
、
す
ぺ
て
戦
火

の
た
め
に
焼
失
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
、
福
島
・
藤
沢
両
氏
が
別
に
保
存
し
て
い
た
本
文
原
稿
と
わ
ず
か
な
校
正
刷
を
頼
り
に
、
焼
け

て
し
ま
っ
た
図
と
写
真
を
非
常
な
労
苦
を
し
て
集
め
直
し
、
原
稿
に
か
な
り
な
訂
正
を
加
え
て
漸
く
出
版
し
た
。
こ
の
害
に
よ
っ
て
そ

の
後
の
科
学
研
究
に
は
大
幅
に
写
真
技
術
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
’
一
一
一
十
九
年
、
前
述
の
二
氏
に
菊
池

真
一
・
西
村
龍
介
の
両
氏
を
編
集
陣
に
加
え
、
内
容
を
充
実
、
Ａ
五
判
三
冊
に
改
訂
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
、
戦
前
の
名
著
の
ひ
と
つ
日
本
建
築
学
会
編
「
建
築
工
学
ポ
ヶ
ッ
ト
プ
ッ
ク
」
を
再
刊
し
た
。
初
版
の
昭
和
四

年
七
月
以
来
Ｂ
六
判
二
分
冊
で
刊
行
し
て
い
た
が
、
戦
争
末
期
の
昭
和
十
九
年
十
二
月
に
Ｂ
判
四
○
取
と
小
型
化
し
て
、
一
、
九
七
○

頁
を
一
冊
に
合
本
し
た
第
二
十
版
を
刊
行
し
た
。
し
か
し
こ
の
年
に
ま
た
旧
に
判
型
を
戻
し
、
初
版
の
編
集
委
員
長
内
藤
多
仲
を
中
心

に
建
築
学
会
の
総
力
を
あ
げ
て
ま
っ
た
く
一
変
し
て
い
た
構
造
上
の
問
題
、
法
規
解
説
な
ど
を
柱
に
全
面
改
訂
を
し
た
。
た
だ
し
、
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
進
行
の
た
め
に
困
難
を
極
め
た
の
は
積
算
な
ど
で
の
物
価
表
示
で
、
そ
の
時
の
実
状
に
合
せ
て
数
字
を
入
れ
て
も
翌

月
に
は
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
た
め
、
序
文
の
裏
に
指
数
を
掲
げ
る
こ
と
で
解
決
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
指
数
を
一
行
だ
け
引

用
す
る
と
、
「
日
銀
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
’
九
年
の
男
子
工
業
賃
銀
指
数
を
一
○
○
と
す
る
と
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
は
五
、
四

四
六
同
年
九
月
に
は
一
○
、
三
七
五
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
引
用
に
よ
れ
ば
原
稿
の
入
稿
は
一
一
十
三
年
十
月
頃
で
あ
っ
た



期
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
に
な
る
と
漸
く
戦
後
の
出
版
態
勢
は
戦
前
に
復
し
、
ま
た
前
年
か
ら
は
洋
書
の
輸
入
が
再
開
さ
れ
、
世
界
の
学
問
動

向
を
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
我
が
国
の
学
術
研
究
も
内
容
的
に
は
貧
困
な
設
備
な
が
ら
、
そ
の
方
向
性
だ
け
は
定
ま
っ
た
時

1２３０

こ
の
年
、
化
学
機
械
協
会
編
「
化
学
工
学
便
覧
」
（
Ａ
五
判
五
五
六
頁
）
を
刊
行
し
た
。
化
学
機
械
協
会
創
立
（
昭
和
十
一
年
十
月
）

二
年
後
の
昭
和
十
三
年
頃
か
ら
、
か
な
り
大
規
模
な
計
画
立
案
作
業
を
始
め
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
て
い
た
の
を
、
昭
和
二

十
二
年
七
月
に
今
度
は
小
規
模
の
実
用
的
な
内
容
を
主
と
し
た
も
の
に
改
め
、
短
期
間
で
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。




